研究タイトル(16ポイント，ゴシック体)
杉浦淳吉(グループの場合は全員の名前，11ポイントゴシック体)
1　レジュメの書き方(見出しは11ポイント，ゴシック体)
　(本文は，10.5ポイント，明朝体)レジュメの様式は，この用紙の書き方に従い，個人は1ページ丁度に，グループは2ページ丁度に収まるように作成する。余白は上下左右25mmずつ確保する。なお，このプリントのファイルは杉浦のホームページ(生活環境論2009)からダウロード可。
2　課題の内容と研究方法
広い意味での「生活環境」に関する問い(各個人で作成)をもとに，研究計画をたてる。方法はインタビュー調査を原則とするが，事例に応じて質問紙調査や観察などを併用または単独で用いることも可とする。個人またはグループで研究を行い，発表する。
なるべく多様な意見が集められるよう配慮する。インタビュー調査を行うにあたっては，質問票(アンケート形式)を作成する。インタビューの際には，回答者の発言にはどのような根拠があるのかを探るようにする。分析の際には，それぞれのテーマに関してどのような価値観が背景にあるのか，整理する。メンバー1人につき少なくとも3名にインタビューする(テーマによっては，この限りではない)。
レジュメには，科学論文の形式に準じ，目的・方法・結果・考察の内容が含まれていること。書き方は各自にまかせるが，エッセーのようなレジュメにならないこと。

3　発表の形式
6月23日の授業時において，個人発表が14，グループ発表が7で，合計21発表が必要であることがわかった。研究数の関係から，2日間に分けて発表会を実施するが，第14回(7月21日)と第15回(8月4日)の授業日が離れていることから，次のように発表会を設定する。どちらで発表するか，発表順や会場の割り振りなどは，本日7月14日の授業時に調整し，決定する。
7月21日(火)　ラウンドテーブル形式：3会場に分かれ，各3つの研究発表(各30分)を予定
※ラウンドテーブルは，他の参加者と共にテーブルを囲み，発表者は「こんなことをやってみました」という話題提供を行い，それについての討論を行う。研究成果を最終的にまとめる前段階の発表でよい。暫定的なレジュメを15部ずつ用意し，それぞれの会場で配布。レジュメは，この討論の内容を反映させるとよい。なお，この日までに最終的な研究発表タイトルを提出。
8月4日(火)　口頭発表形式(12発表，個人6分・グループ8分程度)　1会場，個人・グループが順に発表，全員で発表をきく。

4　レジュメの作成

7月31日(金)午後1時までに，レジュメ原稿を杉浦まで提出する。メール添付で送付してもよい。個人14件(各1枚)，グループ7件(各2枚)なので，28ページのレジュメ集ができる予定。8月4日の授業時に配布する。メールの宛先： jsugiura@auecc.aichi-edu.ac.jp
5　個人のレポート
　個人・グループ発表のレジュメとは別に，レポートを提出する。分量はA4で1枚以上，表紙はつけない。タイトルを「生活環境論総括」とし，各自でサブタイトルを考える。左上を綴じる。個人・グループでの研究を含め，この演習全体で学んだことなどを総括する。グループ研究の場合は，その中でどのような貢献をしたのかも記述する。8月4日授業終了時に提出。
